平成２６年第３回上毛町議会定例会会議録
（３日目）
招集の場所　　上毛町議会議場
開閉会日時及び宣言
平成２６年９月１９日　午前１０時００分
───────────────────────────────
○応招（不応招）議員及び出席並びに欠席議員
出席議員（１２名）
　１番　荒牧弘敏　　２番　宮本理一郎　　３番　高畑広視　　４番　宮崎昌宗
　５番　峯　新一　　６番　三田敏和　　７番　安元慶彦　　８番　茂呂孝志
　９番　古野啓藏　１０番　亀頭寿太郎　１１番　増矢年克　１２番　大山　晃

欠席議員（０名）

───────────────────────────────
○地方自治法第１２１条の規定による説明のため出席した者の職氏名
　町長　坪根秀介・　副町長　今任和広・　教育長　百留隆男・　会計管理者　中　　豊
　総務課長　川口　彰・　税務課長　福本豊彦・　住民課長　佐矢野　靖

　長寿福祉課長　末松克美・　子ども未来課長　岡崎　浩・　産業振興課長　永野英憲

　建設課長　古原典幸・　教務課長　尾崎幸光・　総務係長　熊谷豊司
───────────────────────────────
○職務のため本会議に出席した者の職氏名
　議会事務局長　福田正晴
　議会事務局係長　垂水英治
○議事日程
平成２６年第３回定例会議事日程（３日目）
平成２６年９月１９日　午前１０時００分　開議
日程第　１　諸般の報告
日程第　２　認定第　１号　平成２５年度上毛町一般会計歳入歳出決算認定について

日程第　３　認定第　２号　平成２５年度上毛町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
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日程第　７　認定第　６号　平成２５年度上毛町奨学資金特別会計歳入歳出決算認定について

日程第　８　認定第　７号　平成２５年度上毛町住宅新築資金等特別会計歳入歳出決算認定について

日程第　９　議案第３１号　上毛町特別職の職員の給与の減額に関する条例の制定について

日程第１０　議案第３３号　上毛町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について

日程第１１　議案第３４号　上毛町重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について

日程第１２　議案第３５号　上毛町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について

日程第１３　議案第３６号　上毛町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の制定について

日程第１４　議案第３７号　上毛町子どものための教育・保育給付の支給認定等に関する基準を定める条例の制定について
日程第１５　議案第３８号　上毛町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について
日程第１６　議案第３９号　上毛町立保育所条例の一部を改正する条例について

日程第１７　議案第４０号　上毛町営住宅条例の一部を改正する条例について
日程第１８　議案第４１号　平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第３号）
日程第１９　発議第　５号　「農業・農協改革」に関する意見書（案）
日程第２０　発議第　６号　少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための２０１５年度政府予算に係る意見書（案）
日程第２１　請願第　１号　「協同労働の協同組合法」（仮称）の速やかな制定について意見書の提出を求める請願
日程第２２　議会運営委員会の閉会中の継続審査・調査の申し出について
日程第２３　広報特別委員会の閉会中の継続審査・調査の申し出について
○　会　議　の　経　過　（３日目）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開議　午前１０時００分
○議長（大山　晃君）皆さん、おはようございます。
　定刻になりました。御起立をお願いいたします。
　一礼して御着席願います。礼。
　ただいまの出席議員は全員です。
　これから本日の会議を開きます。
　本日の議事日程は、お手元に運営資料として配付しておりますので御確認ください。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第１、諸般の報告を行います。
　本日の会議では、９月９日の本会議で、各常任委員会に審査を付託した案件について、各常任委員長に審査状況の報告をお願いいたします。委員長の報告が終了した後、報告に対する質疑を行い、討論、採決を行います。
　なお、各委員長の報告は、委員会付託案件をまとめて報告いたしますので、議事日程の順は、配付した資料と異なりますが、御了解ください。
　各常任委員会の審査結果は、審査結果報告書として議長宛てに提出されておりますので、運営資料の中に写しをお配りしております。

　各委員長の委員長報告終了後、討論、採決は、日程の順に従って行いますので、御了解ください。
　地方自治法第１２１条の規定に基づく説明員として、お手元に配付した各氏の出席を認めて、議会に出席いただいております。
　これで諸般の報告を終わります。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）これより、各常任委員長から委員会へ付託した案件の審査状況の報告を受けます。
　なお、さきに申し上げましたが、各委員長の報告は、委員会付託をまとめて報告いたしますので、議事日程は変更になります。討論、採決は日程の順に従って行ないますので、御了解ください。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第２、認定第１号　平成２５年度上毛町一般会計歳入歳出決算認定について（所管分）、日程第３、認定第２号　平成２５年度上毛町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について、日程第４、認定第３号　平成２５年度上毛町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、日程第７、認定第６号　平成２５年度上毛町奨学資金特別会計歳入歳出決算認定について、日程第８、認定第７号　平成２５年度上毛町住宅新築資金等特別会計歳入歳出決算認定について、日程第１０、議案第３３号　上毛町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について、日程第１１、議案第３４号　上毛町重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について、日程第１２、議案第３５号　上毛町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について、日程第１３、議案第３６号　上毛町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の制定について、日程第１４、議案第３７号　上毛町子どものための教育・保育給付の支給認定等に関する基準を定める条例の制定について、日程第１５、議案第３８号　上毛町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について、日程第１６、議案第３９号　上毛町立保育所条例の一部を改正する条例について、日程第１７、議案第４０号　上毛町営住宅条例の一部を改正する条例について、日程第１８、議案第４１号　平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第３号）（所管分）、日程第２０、発議第６号　少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための２０１５年度政府予算に係る意見書（案）、日程第２１、請願第１号　「協同労働の協同組合法」（仮称）の速やかな制定について意見書の提出を求める請願、以上１６件を議題とします。

　文教厚生常任委員長の報告を求めます。
　三田委員長。

○文教厚生委員長（三田敏和君）皆さん、おはようございます。文教厚生常任委員会から報告をいたします。
　当委員会は９月１６日、議会中小会議室において、文教厚生常任委員会全員と町長以下、執行部の出席をもって、午前８時４９分開会、１２時１７分閉会されました。
　当委員会に付託された案件は、町長から提出された決算認定５件、条例案８件、予算案１件、議員から提出された発議１件、請願１件の合計１６件です。
　当委員会に付託された案件の審査を行い、次のとおり決定いたしましたので、会議規則第７７条の規定に基づき報告をいたします。
　認定第１号　平成２５年度上毛町一般会計歳入歳出決算認定（所管分）について、最初に、総務課長に総括説明を求めました。一般会計では、歳入歳出の総括として、歳入決算額５２億８,７３８万１,９６８円、前年対比３億５,８５５万３，３４０円の減額、歳出は決算額４９億２,８１２万２,９５７円、前年対比７,４１９万２,０２２円の減額、一般会計、特別会計とも赤字はありません。

　平成２５年度の一般会計の総括として、２４年度より２カ年の継続費で実施した築上東高跡地宅地化事業、社会資本整備総合交付金事業等の投資的経費が２５年度において大幅に増加したものの、２４年度に実施した庁舎非常用電源装置等の単年度事業及び減債基金、財政調整基金、公共施設整備基金等の減少によって、２４年度対比７,４１９万２,０２２円の減額となりました。
　最後に、上毛町の標準財政規模は３５億８,１６３万３,０００円、経常収支比率は９０.１％、実質公債費比率は１０.６％、財政力指数は０.２８％です。上毛町は依存財源に頼っていることには変わりなく、今後も引き続き効率的、効果的、また安定した財政運営に努めていきたいということを述べられました。

　総括説明の質疑として、築上東高跡地宅地化ですが、２５年６月に開始、２６年８月に３４戸売れているということで５０％弱ですが、今後この見通し、及び一般質問で答弁のあったアーバンセクションが認めた１社だけしか外構工事ができないとのことでしたが、これは事実であったのか。

　答弁。販売の見通しですが、今年度６戸分が完成して、住宅メーカーと販売促進に向けて頑張っていきたいと考えている。今後も、いろんなイベントを通して町外へ周知、あるいはＰＲをして、販売促進に努めたいと思っている。

　答弁。アーバンセクションの関係ですが、今１２のメーカーで販売促進をしています。その中で植栽も一緒に設計しているわけですが、植栽については１社が設計を行うことになっています。これについては、三、四社でプレゼンを行い、１社が決まりました。

　等々、慎重な質疑、討論を行い、次に担当課長の説明を求めました。

　質疑として、社会福祉協議会ですが、町が補助金と指定管理料を支出していますが、社会福祉協議会の平成２５年度の全体の収支が幾らになったのか。

　答弁。収入が１億６００万ぐらいで、支出が１億４４０万余りとなっています。

　質疑。指定管理を続けていくならば、５０万円以下ならば、げんきの杜の独自の事業をやっている。２５年度は１４５万円、２４年度は大体２００万円、大体これぐらいの手出しが出ている。全体の収支が６３万円程度の赤字なので、指定管理を改定するに当たっては、現行より下げるということは困難ではないか。どのように考えているか。

　答弁。指定管理につきましては、平成２７年３月で指定管理が終了します。今後、社会福祉協議会と相談しながら、その辺の話をしていきたいと思います。しかし、まだ指定管理をどこに出すかは決まっていません。

　質疑。シルバー人材センター補助金ということで、町内は何名程度登録しているのか。売り上げはどのくらいあるのか。人材センターに登録して活動して、どのくらいの手当、給料的なものを支払われているのか、わかれば答えてください。
　答弁。人数については５０名と聞いております。上毛町内でどのくらいいるかは資料がありません。

　質疑。大字宇野塚原地区墓地造成に伴いとあるが、墓地造成とは、どの方が事業をされたのか。

　答弁。宇野の自治会から依頼があったと聞いています。
　質疑。上毛塾、英検塾。英検塾は先ほど６７名合格とありましたが、その数字以上に効果があれば、上毛塾に関しては、進学等成果があれば知らせてください。

　答弁。英検塾は授業が起きて間がないのですが、ただし、目指すのは、英検はいずれ、高等学校も中学校もそうですけど、英語の授業だけになりそうです。文科省の方針で、英検の３級以上は履歴書の属目として挙げられます。これから、将来の自分の進路なり、それぞれを選択していく上でも、大きな糧になるであろう。ですから、今のうちに３級までは取らせたいというのが願いです。今のところは６０名程度です。上毛塾は、生徒の中からも、保護者からも特によいという評判をいただいています。私もぜひ、わずか８０人そこそこの生徒ですから、この生徒に力をつけて高等学校へ送り出したい。上毛から来た生徒とはというような生徒をつくりたいというのが願いです。出費多難の折ですが、継続してやっていただきたい。

　質疑。大ノ瀬官衙遺跡の景観、コスモスですが、ここは委託をしています。最近、非常に雑草が多い、ふえたという苦情があります。これまでの指導、どういうふうになっているのか。

　答弁。現在もそうですが、去年も結構雑草があって、コスモスの育ちが悪かったというような状況があります。本年度は、一番西の区域になるのですが、その部分について、今年度、コスモスは植えていません。除草剤をまいて、今一応何もつくらない状態で、草を枯らすような形をやっています。それが、他の地区も同じような状況があるので、隔年で位置を決めて休んで、除草剤をまくというような方法をとらないといけないと思っています。

　等々、各質疑がありまして、討論に入って、反対討論がありました。
　採決して、起立多数で認定することに決しました。

　認定第２号　平成２５年度上毛町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について、長寿福祉課長に説明を求め、主要施策の成果に基づき質疑を行いました。

　討論。反対討論あり。
　採決。起立多数で認定することに決しました。

　認定第３号　平成２５年度上毛町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、長寿福祉課長に説明を求め、質疑に入りました。

　反対討論あり。

　採決。起立多数で認定することに決しました。

　認定第６号　平成２５年度上毛町奨学資金特別会計歳入歳出決算認定について、教務課長に説明を求め、質疑に入りました。
　質疑なし。

　討論なし。

　採決。全会一致で認定することに決しました。

　認定第７号　平成２５年度上毛町住宅新築資金等特別会計歳入歳出決算認定について、住民課長に説明を求め、主要施策の成果に基づいて質疑に入りました。

　質疑。滞納金ですが、６,３７６万、徴収は、今２０名程度借りていますが、年間３０万円しか入っていない。毎日とは言わないが、月に何回ぐらい徴収に行っているのか。どういうふうにしたら入るか、話し合っているのか。

　答弁。月何回といった形ではありませんが、何回も都度行って、今、４名の方は少しずつ入れてもらっています。それを少しでもふやしていこうと努力をしています。

　討論なし。

　採決。全会一致で認定することに決しました。

　議案第３３号　上毛町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について、長寿福祉課長に説明を求め、質疑に入りました。
　質疑なし。

　討論なし

　採決。全会一致で可決することに決しました。

　議案第３４号　上毛町重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について、長寿福祉課長に説明を求め、質疑に入りました。

　質疑なし。

　討論なし

　全会一致で可決することに決しました。

　議案第３５号　上毛町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について、子ども未来課長に説明を求め、質疑に入りました。
　質疑。保育時間はどうなるのか。保育士の資格、配置基準、保育士の処遇、子供１人当たりの面積、保育料、保育時間は町で指導できるのか。全体として現行より基準が下がるかどうかと言われても、現に対比がないのでどういうふうになるのか。

　答弁。保育時間につきましては、後ほどの部分で、保育の支給認定の基準の部分で、標準保育時間が１１時間、短期間保育が１日８時間まで、保育士の資格ですが、従事者の資格については、保育士の数等で一覧表の中にうたっているものに準拠する形になっています。

　質疑。子供１人当たりの面積は。
　答弁。子供１人当たりの面積ですが、乳児室、保育室等は小規模について、まず１人当たり３.３平米、家庭内保育事業についても１人当たり３.３平米となっています。２歳以上につきましては、小規模保育事業で、Ａ型、Ｂ型は１人当たり１.９８平米、Ｃ型は３.３平米、家庭内保育事業は１人当たり３.３平米、事業所内につきましても１人当たり１.９８平米です。

　保育料とか保育時間は町が指導できるのか。小規模に対し、あくまでも民間ですからという質問に対し、保育料自体は、当然、町が定めた保育料を、町が認可いたしますので、定めた保育料の部分で行います。

　討論。反対討論あり。

　起立多数で可決することに決しました。

　議案第３６号　上毛町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の制定について、子ども未来課長に説明を求め、質疑に入りました。

　ほぼ３５号の質疑と同じであります。

　反対討論あり。

　採決。起立多数で可決することに決しました。

　議案第３７号　上毛町子どものための教育・保育給付の支給認定等に関する基準を定める条例の制定について、子ども未来課長に説明を求め、質疑に入りました。

　討論。反対討論あり。

　採決。起立多数で可決することに決しました。

　議案第３８号　上毛町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について、子ども未来課長に説明を求め、質疑に入りました。

　質疑。国の法改正において町の条例をつくるということですが、対象となる学年は何年ですか。

　答弁。本条例では、児童の対象年齢はうたっておりません。ただ、対象年齢自体は、今後計画書のほうでしっかりと何年までを対象として、６年までのフォローアップを行なうかどうか、計画書のほうで検討中です。

　討論。反対討論あり。

　採決。起立多数で可決することに決しました。

　議案第３９号　上毛町立保育所条例の一部を改正する条例について、子ども未来課長に説明を求め、質疑に入りました。
　質疑なし。

　討論なし。

　採決。全会一致で可決することに決しました。

　議案第４０号　上毛町営住宅条例の一部を改正する条例について、住民課長に説明を求め、質疑に入りました。

　質疑なし。

　討論なし。

　採決。全会一致で可決することに決しました。

　議案第４１号　平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第３号）（所管分）について、最初に総務課長に総括説明を求めました。

　歳入歳出予算の総額に歳入際出それぞれ４,１５２万６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４４億８,５４５万５,０００円としますとの説明を受け、質疑に入りました。

　質疑。大池公園の周辺ですが、山の木を伐採して新たな木を移植するようですが、何のためにするのか、よく理解できない。説明を求めます。

　答弁として、アスレチック広場に行ってみればわかると思いますが、低木等が生い茂っています。景観が悪い、池が見えない。なお、ログハウス等からアスレチック広場も見えない。あくまでも景観整備です。低木を切る等、なおかつ、高木の木は景観整備のため、若干切ったり景観がよいように移植いたします。

　質疑。現地に行ってみたんですが、自然のところがあります。何年か前に植えて、大きな木になっています。池の側に行くとヒノキが植わっています。ヒノキを切るんであれば池がよく見えるが、どういう形になるのか。１,６００万という金をかけるものですから、どういう形になるのか。

　答弁。伐採は維持管理の一環です。低木を全部切るようなことになります。二、三年前に植えた木はありません。

　質疑。大平楽保冷庫撤去なんですが、最初に無理やりつくった保冷庫だと思いますが、使われていなかったのか。撤去するのは保冷庫が要らないのか。

　答弁。保冷庫につきましては、現在使用していません。物置というような形で使用されていたのではないか。今後も必要ないので撤去するということです。

　続いて担当課長の説明を求めました。

　質疑。高額医療費の返還で、合計して１５０万ほどありますが、それは時効になった金額の補助金ということか。

　答弁。２０年度につきましては、時効が５年ということで、２０年度分が時効になっています。４０４万７,０００円のうち、大体半分くらいが、本来ならば県に返す返還金となるわけですが、その部分が時効になっていますので、半分に至らず、１５０万程度になっています。

　質疑なし。
　討論なし。

　採決。全会一致で可決することに決しました。

　続いて、教育長より教育委員会の権限に属する事務についての報告がありました。

　質疑なし。
　続いて、発議第６号　少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための２０１５年度政府予算に係る意見書（案）について。

　質疑なし。
　討論なし。

　採決。全会一致で採択することに決しました。

　請願第１号　「協同労働の協同組合法」（仮称）の速やかな制定について意見書の提出を求める請願について。

　質疑なし。
　討論なし。

　採決。全会一致で採択することに決しました。

　以上、報告を終わります。

○議長（大山　晃君）文教厚生常任委員長の報告が終わりました。
　これから、文教厚生常任委員長の報告に対する質疑を行います。
　質疑ありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑なしと認め、これで質疑を終わります。
　三田委員長、御苦労さまでした。
―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（大山　晃君）日程第２、認定第１号　平成２５年度上毛町一般会計歳入歳出決算認定について（所管分）、日程第５、認定第４号　平成２５年度上毛町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について、日程第６、認定第５号　平成２５年度上毛町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、日程第９、議案第３１号　上毛町特別職の職員の給与の減額に関する条例の制定について、日程第１８、議案第４１号　平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第３号）（所管分）、日程第１９、発議第５号　「農業・農協改革」に関する意見書（案）、以上６件を議題といたします。
　総務産業建設常任委員長の報告を求めます。
　安元委員長。
○総務産業建設委員長（安元慶彦君）皆さん、おはようございます。総務産業建設常任委員会から報告いたします。
　当委員会は９月１７日、議会中小会議室において、常任委員全員と町長以下、執行部の出席をもって午前８時５８分開会、午後１２時７分閉会しました。
　当委員会に付託された案件は、町長提出の決算認定３件、条例案１件、予算案１件と議員提出の発議１件の合計６件です。
　当委員会に付託された案件の審査を行いましたので、その経過と結果を会議規則第７７条の規定に基づき報告します。
　認定第１号　平成２５年度上毛町一般会計歳入歳出決算認定について（所管分）、執行部より提示された２５年度主要施策の成果を中心に説明がありました。
　最初に、総務課長より総括説明がありました。

　総括説明に対する質疑として、信頼される学校づくりとは、信頼がなくなっているということか。

　答弁。外部評価委員による点検、評価を行っているので、その中で御理解いただきたい。

　質疑。決算を来年度に生かすべきではないか。

　答弁。参考にして生かしている。

　質疑。文化財を観光面に生かすべきではないか。

　答弁。一部については既に活用している。

　次に、担当課長から説明がありました。

　質疑として、議長交際費に毎年不用額が出ているが。

　答弁。支出を抑えている。

　質疑。耐震工事をしなくてはいけない施設はどのくらいあるのか。

　答弁。体育館の照明器具等に関して調査し、工事する予定である。それと、体育館の関係がある。

　質疑。職員の初任者研修は行っているか。

　答弁。採用初年度に最低２回の研修を実施している。

　質疑。東高跡地宅地販売はスムーズに進んでいるか。

　答弁。５２％の進捗であるが、当初の目標どおりと思っている。

　質疑。電算については、ヒューマンエラーはないか。

　答弁。検査を実施している。

　そのほか質疑応答がありましたことを申し添えておきます。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で認定することに決しました。

　認定第４号　平成２５年度上毛町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について、建設課長より説明がありました。

　質疑、討論なし。

　採決の結果、全会一致で認定することに決しました。

　認定第５号　平成２５年度上毛町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、建設課長より説明がありました。

　説明に対する質疑として、給水停止が１９戸あるが、どういうことか。

　答弁。転出や給水をとめられた戸数です。

　質疑。水質検査料が高いのでは。

　答弁。上毛簡易水道と原井簡易水道の分で、年１回６０項目の検査及び毎月の検査がありますので、適正な価格であると思っています。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で認定することに決しました。
　議案第３１号　上毛町特別職の職員の給与の減額に関する条例の制定について、総務課長より説明がありました。

　質疑として、ここまでしないと悪いのか。前任者のときのことである。

　答弁。先般、この件で説明したとおりでございます。

　ほかに、判断に苦しむとの意見もありました。

　討論なし。

　採決の結果、賛成多数で可決されました。
　議案第４１号、平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第３号）（所管分）、総務課長より総括説明がありました。

　質疑として、臨時財政特例債と臨時財政対策債と、どう違うか。

　答弁。現行制度の中では、特例債というのはないと思っております。

　質疑。臨時財政対策債の実質利率と年数は。

　答弁。実質利率０.６です。年数は２０年です。

　次に、担当課長より説明がありました。

　担当課長の説明に対する質疑として、外灯ですが、現状としてハイブリッド外灯になっているのか。

　答弁。ハイブリッド外灯は、遊歩道に９基と大平楽周辺に１２基あります。

　質疑。インターが開通して、周辺整備事業の第１弾として大池公園整備事業を行うのか。

　答弁。そのような方向になろうと思われます。

　質疑。大池公園整備事業に伴う開発許可等の手続は必要か。

　答弁。再整備になりますので必要はない。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決することに決しました。
　発議第５号、農業・農協改革に関する意見書（案）。補足説明の後、質疑を行いました。

　質疑として、ＪＡ全中に政府として自己改革を促してきた経過があるが、自己改革ができるかという点についてはどうお考えか。

　答弁。自己改革をするということで、現在、協議を行っている。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で採択することに決しました。

　以上で、総務産業建設常任委員会の報告を終わります。

○議長（大山　晃君）総務産業建設常任委員長の報告が終わりました。
　これから、総務産業建設常任委員長の報告に対する質疑を行います。
　質疑ありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑なしと認め、これで質疑を終了します。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）これから、委員会付託案件の討論、採決を行います。
　日程第２、認定第１号　平成２５年度上毛町一般会計歳入歳出決算認定について、これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。
　安元議員。
○７番（安元慶彦君）私は、平成２５年度の決算認定については、反対の討論を行います。
　議会の初日のときにも申し上げましたように、歳入の中の入湯税、これは２４年度より多く未済額として計上されておりますし、徴収に対する、いわゆる完納に対する努力の跡も余りうかがえないような状況の中でございます。そして、さらには、これを今後どういうふうにして完納の努力をしていくのか。いつごろまでにはするとか、あるいはほかの方法等も考えていくというようなことも、明快な答えになっておりませんので、その点は歳入についての反対とします。

　さらに、歳出につきましては、農業関係で補助金が支出されておりますが、私は予算編成のときにも反対をしてまいりました。いわゆる、自分たちが被害といいますか、受けたものがはっきり、どこにお金をもらわなきゃならないところがはっきりしておる中にもかかわらず、こういった税金でもってそういうものを出しておると。これは、私、終始、こういう税金の使われ方はないんだということで一貫して言ってきましたが、それがそういうことで、今回、４００数十万円というものが決算書の中に載っておりますし、これはやっぱり、無理を通せば道理が引っ込むというようなこともありますが、こういったようなことですね、税金というものがこういうことでもって執行されるべきものではないと、私はそういうふうに思っておりますし、そういう観点から、この認定につきましては反対といたします。

　以上です。

○議長（大山　晃君）ほかに反対討論はありませんか。
　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、認定第１号に反対の立場から討論いたします。
　反対の理由の第１は、本来、行政が果たさなければならない責務である新吉富保育所を民営化し、行政が果たすべき責務を（　　　）めました。

　２点目に、し尿汲み取り料は合併までに統一するということでしたが、依然、大平地域と新吉地域では、汲み取り料は統一されていませんでした。

　３点目、給食調理業務については、小学校給食は食育という教育の一環であるから、請負業者に調理をさせることは好ましくない状況です。小学校給食調理業務の民間委託は業務を合理化一辺倒で推し進めたものであります。

　４点目、同和行政は法の失効にもかかわらず続けてます。特別扱いはやめ、直ちに一般行政に移行すべきです。

　５点目、子宮頸がん、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌の３ワクチン接種と、１４回までの妊婦健診を行う国庫補助基金が１２年度で終了し、１３年度はこの財源は、子育て世帯に負担増となる年少扶養控除廃止による住民税増税分を充て、地方交付税にも算入しています。

　それから６点目、憲法違反の自衛隊に築城基地協賛会負担金を予算計上しています。

　７点目、大池公園周辺有料施設の指定管理者の資金力の十分な調査を行わなかったために、町は多額の損害をこうむっている。

　以上の理由を申し上げまして、この決算認定に反対いたします。

○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。
　ほかにありませんか。

　亀頭議員。
○１０番（亀頭寿太郎君）議長ね、反対討論から賛成討論、反対討論、賛成討論と、そういうふうな議会運営が私は普通じゃないかと思うんですけどね。まず、その１点から。
○議長（大山　晃君）これで討論を終わります。
○１０番（亀頭寿太郎君）いや、討論あるの。

○議長（大山　晃君）どうぞ。

○１０番（亀頭寿太郎君）議会運営でね、反対討論の次は賛成討論、そして、反対討論、賛成討論をしていくのがね、議会運営上の普通の制度ではないかと。そこをまずただしているんです。その答弁を。

○議長（大山　晃君）私が間違えました。

　賛成討論はありませんか。
　どうぞ。
○１０番（亀頭寿太郎君）平成２５年度の決算書は、町長の施策の執行率が非常に、私は高いと思う。こうしたことから、住民に対する福祉厚生、あるいは生産性を高めていくには大きな役目を果たした、こういうような確信のもとでもって、この２５年度の決算については賛成討論といたします。

○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する各常任委員長の報告は原案認定であります。
　本案を各委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（起立多数）
○議長（大山　晃君）起立多数。よって、認定第１号　平成２５年度上毛町一般会計歳入歳出決算認定について、原案のとおり認定することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第３、認定第２号　平成２５年度上毛町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定についてを議題とします。
　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、認定第２号を反対の立場から討論いたします。

　国保加入者のほとんどの方は、国保税の負担が高いと言っています。国は１９８４年まで医療費の４５％を負担していたが、医療給付費の５０％にして、医療費ベースでの負担を引き下げています。国の国保の運営のあり方に問題があるから、この決算認定に反対いたします。
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案認定であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（起立多数）
○議長（大山　晃君）起立多数。よって、認定第２号　平成２５年度上毛町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について、原案のとおり認定することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第４、認定第３号　平成２５年度上毛町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について。
　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）私は、認定第３号を反対の立場から討論いたします。
　後期高齢者医療制度は７５歳以上の高齢者とそれ以外の高齢者を切り離して差別医療を押しつけるものであるので、この決算認定に反対いたします。
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。
　ほかにありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案認定であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（起立多数）
○議長（大山　晃君）起立多数。よって、認定第３号　平成２５年度上毛町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、原案のとおり認定することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第５、認定第４号　平成２５年度上毛町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について、これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論なしと認め、これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案認定であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（大山　晃君）全会一致。よって、認定第４号　平成２５年度上毛町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第６、認定第５号　平成２５年度上毛町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論なしと認め、これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案認定であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（大山　晃君）全会一致。よって、認定第５号　平成２５年度上毛町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第７、認定第６号　平成２５年度上毛町奨学資金特別会計歳入歳出決算認定について、これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）討論なしと認め、これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案認定であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全会一致）

○議長（大山　晃君）全会一致。よって、認定第６号　平成２５年度上毛町奨学資金特別会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定することに決しました。

───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第８、認定第７号　平成２５年度上毛町住宅新築資金等特別会計歳入歳出決算認定について、これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）討論なしと認め、これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案認定であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全会一致）

○議長（大山　晃君）全会一致。よって、認定第７号　平成２５年度上毛町住宅新築資金等特別会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定することに決しました。

───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第９、議案第３１号　上毛町特別職の職員の給与の減額に関する条例の制定について、これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

　宮本議員。

○２番（宮本理一郎君）私は、議案第３１号に反対の立場より討論いたします。

　前任者の置き土産的不手際で優秀な人材が退職に追い込まれ、後任の町長が条例を改正してまで責任をとる必要があるか否か、記者会見の必要性の問題、庁内で穏便な形で処理できなかったものか、公明正大に物事を処理する、それは行政の基本であろうとは思いますが、それ以上に、現町長の責任感の強さ、潔さは御立派と思いますが、それにしても、その代償が余りにも大きくはなかったか。次世代、次に続く町長の責任のあり方、とり方として、果たして今回の処理方法は正当であったか否かについて、疑問が残るものであります。

　よって、私は本議案第３１号に対して反対するものであります。
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。
　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、議案第３１号は賛成の立場から討論いたします。

　町長みずからが減額すると言ってるので、あえて反対する理由はありません。

　以上の理由を申し上げまして、賛成いたします。

○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（大山　晃君）起立多数。よって、議案第３１号　上毛町特別職の職員の給与の減額に関する条例の制定については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第１０、議案第３３号　上毛町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について。
　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）討論なしと認め、これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全会一致）

○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第３３号　上毛町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第１１、議案第３４号　上毛町重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）討論なしと認め、これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全会一致）

○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第３４号　上毛町重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第１２、議案第３５号　上毛町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）私は、議案第３５号は反対の立場から討論いたします。

　小規模保育はこれまでの保育基準を下回る可能性があります。このことは、子供がひとしく保育を受ける権利に反するので、この議案に反対いたします。

○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。
　ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（大山　晃君）起立多数。よって、議案第３５号　上毛町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第１３、議案第３６号　上毛町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の制定について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、議案第３６号は反対の立場から討論いたします。

　反対の理由は、議案第３５号と同じであります。
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（大山　晃君）起立多数。よって、議案第３６号　上毛町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の制定については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第１４、議案第３７号　上毛町子どものための教育・保育給付の支給認定等に関する基準を定める条例の制定についてを議題とします。

　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、議案第３７号は反対の立場から討論いたします。

　反対の理由は、議案第３５号、３６号と同じであります。

○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（大山　晃君）起立多数。よって、議案第３７号　上毛町子どものための教育・保育給付の支給認定等に関する基準を定める条例の制定について、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第１５、議案第３８号　上毛町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、議案第３８号は反対の立場から討論いたします。

　現行の基準よりも、無資格者、資格者の配置、及び配置基準等、また、児童生徒の１人当たりに対する面積要件が狭くなっています。対象となる年齢は小学校６年までとなっていない。

　以上の理由を申し上げて、この議案に反対いたします。

○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（大山　晃君）起立多数。よって、議案第３８号　上毛町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第１６、議案第３９号　上毛町立保育所条例の一部を改正する条例について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全会一致）

○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第３９号　上毛町立保育所条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第１７、議案第４０号　上毛町営住宅条例の一部を改正する条例について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全会一致）

○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第４０号　上毛町営住宅条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第１８、議案第４１号　平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第３号）について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、議案第４１号は反対の立場から討論いたします。

　大池公園整備事業について、大池公園周辺全体の整備計画は、まだ策定されていません。部分的な整備事業を実施するのは、まだ時期が早過ぎるということを申し上げまして、この議案に反対いたします。

○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。
　宮本議員。

○２番（宮本理一郎君）私は、本予算案は、本町の発展と住民の生活に直結する重要な予算であり、遅滞なくこれを執行することが肝要と考えます。

　よって、私は本案に賛成するものであります。

○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。

　亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）賛成討論でいいの。
○議長（大山　晃君）はい、賛成討論で結構です。

○１０番（亀頭寿太郎君）坪根町長は、９月１３日の敬老の会の集いの挨拶の中で、高齢者に対して尊敬の念を示されました。高齢者の保険医療行政の一部かもしれませんが、１０月からは、制度の改正に伴い、高齢者肺炎球菌のワクチンの接種料金の金額を全額町費負担するという予算も組まれております。高齢者には心強い、大きな安心・安全の施策であろうと思います。

　議員諸侯の賛成を得まして、速やかに執行されますことを願って、賛成討論といたします。
○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。
　安元議員。

○７番（安元慶彦君）私は、この補正予算の中に、高速道路東九州自動車道の関連がございます。来年の４月に向けて日々迫ってきております中で、速やかに可決をし、準備をして万全を期することが大切と思っておりますので、本予算については賛成討論といたします。
○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する各委員長の報告は原案可決であります。

　本案を各委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（大山　晃君）起立多数。よって、議案第４１号　平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第３号）は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）日程第１９、発議第５号　「農業・農協改革」に関する意見書（案）について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案採択であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全会一致）

○議長（大山　晃君）全会一致。よって、発議第５号　「農業・農協改革」に関する意見書（案）は、原案のとおり採択することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）日程第２０、発議第６号　少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための２０１５年度政府予算に係る意見書（案）について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案採択であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全会一致）

○議長（大山　晃君）全会一致。よって、発議第６号　少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための２０１５年度政府予算に係る意見書（案）は、採択することに決しました。

───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第２１、請願第１号　「協働労働の協同組合法」（仮称）の速やかな制定について意見書の提出を求める請願について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案採択であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（大山　晃君）起立多数。よって、請願第１号　協働労働の協同組合法（仮称）の速やかな制定について意見書の提出を求める請願は、採択することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第２２、議会運営委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題といたします。

　配付した運営資料のとおり、議会運営委員会委員長から所掌事務のうち、会議規則第７５条の規定により、特定事件の調査事項について閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。
　お諮りします。
　委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第２３、広報特別委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出がありました。申し出についてを議題とします。

　配付した運営資料のとおり、広報特別委員会委員長から所管事務のうち、会議規則第７５条の規定により、特定事件の調査事項について閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。
　お諮りします。
　委員長からの申し出に対し、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）御異議なしと認め、したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。
　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）ちょっとおくれましたけれども、請願のところ、賛成多数ということを言われましたけれども、全会一致ではないですか。（「議長、一事不再理じゃないの。もう決定した」と呼ぶ声あり）
○議長（大山　晃君）起立多数です。

―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（大山　晃君）以上で、本日の議事日程を全て終了いたしました。
　これで、平成２６年第３回上毛町議会定例会を閉会します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閉会　午前１１時１４分
○上記、会議の経過を記録して、事実と相違ないことを証するため、ここに署名する。
　　　平成２６年　　月　　日
上毛町議会議長
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署　名　議　員
署　名　議　員
-30-

